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　4月から法学部長に就任した二宮です。
　2004 年から 2007 年まで 4 年間、立命館大
学法科大学院に所属し、民法演習や家事法務
Ⅰ、リーガル・クリニックⅡ女性と人権など
を担当しました。
　創設期の法科大学院は、院生も教員も初め
てのことなので、試行錯誤の連続でした。院
生には迷惑をかけましたが、初年度の担当ク
ラスは院生自身が優秀だったので、26 名中
19 名が新司法試験に合格しました。今でも飲
み会などつき合いが続いています。一緒に苦
労したのがよかったのかもしれません。しか
し、法科大学院の教育システムが安定するに
つれて、院生と教員が共に学ぶという雰囲気
が減ってきたように感じます。教えてもらう
ことを当たり前と思う、受け身の院生が増え
たのではないでしょうか。
　2008 年、久しぶりに法学部に戻り、教授会
の顔ぶれが大きく変わっていることに愕然と
し、基礎演習や基本民法といった 1回生配当
科目を担当して、学生の変貌ぶり、つまり授
業中の私語の多さ、注意しても注意しても私
語が出てくることに驚愕する日々でした。そ
んな私が、法学部長に就きました。全学の事
情も不案内で、常任理事会では不適切な発言
をしたり、学部と理事会の調整に頭を悩まし
たりと、暗中模索の毎日です。ここは研究に
かかわるニューズレターですので、愚痴はや
めて、研究に関する私の問題意識を多少、述
べてみたいと思います。
　私は 1985 年に立命館大学に来ました。当
初は自分の研究で精一杯だったのですが、
1998 年、2000 年、2001 年、2004 年と 4 人の
院生を迎え、担当しました。1人は中国から
の留学生でしたが、彼も含めて 4人とも立命

館大学の卒業生です。3人は学部のゼミから
かかわってきましたから、長いつき合いです。
幸い 4人とも大学の教員の職を得ることがで
きました。私が斡旋した職は一つもありませ
ん。力のなさを痛感しますが、論文の内容な
ど、彼ら彼女の実力が評価された結果だと喜
んでいます。また 3人は課程博士号を取得し
ました。論文完成までのやりとりは懐かしい
思い出です。
　なぜこんな個人的なことを縷々述べるのか
というと、現在、立命館大学大学院法学研究
科に民法の院生が1人もいないことについて、
大変、深刻な思いでいるからです。法科大学
院制度が発足してから、実定法科目について
は、法科大学院修了者を博士課程に受け入れ
るという方針を出しました。入学試験要項に
は、法学研究科の試験と法科大学院からの受
け入れ試験と 2つのタイプがあり、前者を制
限しているわけではありませんが、研究者志
望の学生に、法科大学院に進学するよう暗黙
のアドバイスをしてきたのではないかと思い
ます。
　法科大学院では、実務を中心に学びます。
幅広く学ぶことにウェイトがあり、特定のテ
ーマについて深く掘り下げて学ぶ機会は乏し

New Dean
新法学部長挨拶

ご挨拶

二宮　周平　NINOMIYA Shuhei
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いです。新司法試験に合格すれば、弁護士は
じめ法曹になれるのですから、あえて博士課
程に入学して、学費を負担して、さらに 3年
間学ぶという気持ちにはなかなかなれないで
しょう。合格する前に、法科大学院修了で、
本学や他大学の博士課程に入学した院生もい
ましたが、新司法試験に合格する勉強と研究
の両立に悩み、結果として、不合格のまま博
士課程を中途で辞めた院生もいます。
　これからは法科大学院の担当資格が必要に
なるから、少なくとも実定法科目の教員にな
るためには、法科大学院は出なければという
意図があったのですが、これはこちら側の勝
手な思い込みで、都合よく院生を迎え入れる
ことなどできません。このままでは、実定法
研究の担い手は、実務家ばかりになってしま
います。しょせん実定法は法曹養成の科目に
すぎないのだと割り切れば、それでよいのか
もしれません。しかし、実務家の論文を読む
と、実務に益するもの、現状を再整理するも
の、判例の位置づけをするものなどが多く、
基本原理にまで遡って批判的に検討するもの
は、学者の論文より少ないように感じます。
学問の在り方が変わるのかもしれませんが、
また私が古いのかもしれませんが、解説や現
状追認、整理にとどまっているだけでは、社
会科学としての法学ではないと思います。
　私が担当した 4人の院生は、外国法の分析

と比較から、日本法では課題とされているに
とどまるテーマについて、深い研究をしまし
た。これからも広がるテーマです。法科大学
院に行かなくても、研究はできるのです。法
科大学院修了ではないことを理由に、教員に
採用されないとは思えません。日本は大学に
法学部を残しました。法的な考え方のできる
学部生は、公務員、司法書士・税理士など有
資格の専門職、民間企業、ボランティア活動
など多様な分野で活躍します。法学部以外の
学部でも、一般教養としての法学の必要性は
なくなりません。こうした仕事を責任をもっ
て担う教員を養成することも大学院法学研究
科の役割ではないでしょうか。
　大学の研究者が魅力あふれる仕事であれ
ば、進学希望者は出てくるでしょう。日頃の
私たちの生活スタイルが、学部生に魅力的に
映らないとしたら、反省すべきことは、法科
大学院システムではないのかもしれません。
やはり私たちの研究こそが最大の誘引だと思
います。まだ定年まで 7年あります。あと何
人か研究者を養成してみたいと思っていま
す。「教えることは学ぶこと　学ぶとは誠実
を胸に刻むこと」。フランスの詩人アラゴン
の有名な詩句ですが、大学院の研究指導ほど、
この言葉の意味を深く感じることはありませ
ん。
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　まずは、愚痴から。この原稿を書いている
時点で、京都に来て（正確に言うと、16 年ぶ
りに関西に戻ってきて）1ヶ月が過ぎました。
正直、しんどい。特に、電車とバスでの通勤
にまだまだ慣れません。これまでアメリカと
沖縄で、「どこへ行くにも車」という生活を送
っていただけに、すし詰め状態のバスや、車
中での学生の大声でのおしゃべりに、とても
ストレスを感じてしまいます。同僚の先生の
中には、かなり遠方から通勤しておられる方
もいらっしゃるので、それに比べると私の移
動距離は大したことないのですが、これまで
の車中心の生活で、すっかりヤワな肉体と精
神力になってしまっているようです。これか
らしばらくはリハビリ期間となりそうです。
　沖縄に行かれたことのある方ならご存知か
と思いますが、沖縄は非常に「濃いい」とこ
ろです。テレビ番組も地元のものが多く、ど
っぷり沖縄文化に浸っていることが快感でな
いと、結構つらいものがあります（私は、2
年くらいでなんとか慣れ、その後、どんどん
好きになっていきました）。で、関西にもど
ってきて、思い出しました。関西の方がもっ
と「濃いい」。学生の頃はこの関西のノリが
心地よかったのですが、40 歳半ばになるとち
ょっとしんどい。朝からハイテンションでそ
こまで阪神の試合を事細かに分析せんでもえ
えやろと思ってしまいます。いずれ時間とと
もに慣れるとは思いますが、こちらもリハビ
リ中です。
　600 字になったので、そろそろ自分の研究
の話をして新任の挨拶としたいと思います。
私の専門は理論言語学で、特に、文の構造に
基づいて意味がどのように計算されるのかを
研究しています。研究の哲学的基盤から言う

と、広い意味でチョムスキー派の言語研究者
に属します。具体的な例をあげます。我々の
業界で「ロバ文」と呼ばれている Every 

farmer who owns a donkey beats it.という文
があります。itは a donkeyと結び付けられて
解釈されます。ここで面白いのは、itも a 

donkeyも単数形ですが、この文の最も普通の
解釈は、「ロバを飼っているどの農夫も、自
分が飼っているロバ全部を叩く」となり、a 

donkey およびそれをうける itは複数として
解釈されます（it = the donkeys that he owns）。
なぜ、そして、どのようにしてこのような解
釈が生じるのかをチョムスキー流の構文論と
数理論理学を用いた意味論を駆使して研究し
ています。博士論文では、英語のこの手の構
文とそれに対応する日本語の文を比較し、特
に日本語で「それ」が用いられる場合と代名
詞が省略された場合との解釈の違いについて
論じました。現在は、上記以外にも、比較構
文の意味論やモダリティに関心があります。
また、心理学者と共同で「すべての」や「ほ
とんどの」のような量化表現の解釈について
実験を行いその理論化をすすめています。
（くらふじ・たけお　理論言語学・英語学）

New Face
新任紹介

まだまだ不慣れですが…

藏藤　健雄　KURAFUJI Takeo
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　三重短期大学法経科で 13 年間、神戸学院大
学法学部で 5年間の教員生活を経て、このた
び赴任いたしました小松浩と申します。憲法
担当です。どうぞよろしくお願いいたします。
　立命館大学との「出会い」は、私が学部学
生であった時にさかのぼります。早稲田大学
法学部「公法研究会」の幹事長として「全国
法ゼミ」へ参加した時でした。その時、学生
民科をはじめとして学生のみなさんの歓迎を
受けたことはいうまでもありませんが、教職
員の方々からも大変歓迎され、立命館大学が
学生、教職員の方々が一体となって「全国法
ゼミ」を支えている姿に感激しました。東京
駅発の夜行列車に揺られ疲れ果てていたの
に、疲れが一気に吹き飛ぶ思いでした。80 年
代当時、すでに学生運動は「衰退」化してき
ており、こうした立命の姿は私にはとても新
鮮で驚きでした。「早稲田では考えられない」
ことでした。
　今、私がその立命館大学の一員に加えてい
ただいたことは、大変光栄であるとともに、
「私に務まるのか」と荷が重く、正直不安で
もあります。それでも、何とか、教学理念「平
和と民主主義」を学生のみなさんに体得して
もらい、社会の各方面で活躍できるよう、さ
らに日本の、世界の平和と民主主義を担って
いってもらえるよう、力を尽くしていきたい
と思っております。
　久しぶりに、立命館大学に来て、「海賊新
法反対」の立看を探しましたが「発見」に至
っていません。これも世の流れ、「やはり、
立命館大学の学生さんも世の中の流れとは無
縁ではない」ということでしょうか。私の赴
任にあたっての「パッション」は「空回り」
してしまうのかもしれません。目の前にいる

学生さんをよく「観察」しながら、彼らのニ
ーズや感性にも寄り添いつつ、でもしかし、
「平和と民主主義」についての私の「思い」
を伝えていきたいと思っています。
　最後に、基礎演習の自己紹介でのエピソー
ドを紹介します。懇親会でも紹介した「ネタ」
で、すでにご存じの方には恐縮です。学生の
みなさんのためのデモンストレーションとし
て、まず私が自己紹介をしました。「趣味は、
旅行に、ドライブ。歌を歌うことも好きです。
歌といっても嵐や EXILEではありませんが。
昭和の歌謡曲や革命歌、労働歌です。皆さん
知らないと思いますが」と自己紹介しました。
その後の学生さんの自己紹介の中に、「立命
館大学の志望動機はリベラルな学風です。先

New Face
新任紹介

「パッション」の「空回り」に気をつけつつ

小松　浩　KOMATSU Hiroshi
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いただくことになりました行政法担当の駒林
良則です。4月に着任してから既に 1ヵ月以
上が経っていますが、まだまだわからないこ
とが多く、戸惑いながらも新任教員として忙
しい毎日を過ごしています。また、年度末に
引越のために研究室に送った荷物で未だ段ボ
ールのなかに眠っているものもたくさんあ
り、そのうちに整理しようと思いながらずる
ずると先延ばしになっています。
　私は大阪出身なのですが、20 年以上在職し
た前任校が名古屋にありましたので、本学に
赴任して久しぶりに関西に戻ってきたという
感じは否めません（そういう意味でも本学に
お誘いいただいた須藤先生にはこの場を借り
て御礼申し上げたいと思います）。南に向いた
研究室（5階）の窓から外をみると、高い建
物がないため見晴らしがよく、さすが京都と
いう眺めで気に入っています。慣れてくれば
大学の近くを散策してみようと思っています。
　ところで、私の専門は地方自治法でして、
これは自治体での実務経験――といってもか
じった程度なのですが――があるためです
が、地方自治法を専門にしたのはそれだけで
はありません。地方自治法には、地方自治の
本質論や条例論さらには事務論といった特定
の対象を除けば、学問的深化が不十分な領域
がまだまだ多く存在することを認識したため

です。近年私は、特に地方議会に焦点を当て
つつ自治体組織に関心を持って研究をしてい
ます（その成果の一端を拙著『地方議会の法
構造』（2006 年）にまとめました）。地方分権
改革の進展によって自治体のあり方を含めた
地方制度の将来が注目されていますが、行政
法学の自治体組織への関心はこれまでそれほ
ど高くはありませんでした。しかしながら解
明されるべき課題は多くあるように思います
ので、当面は自治体組織についてさらに研究
を進める考えです。その後、それを踏まえつ
つ分権改革後の地方自治法の全体像を自分な
りに捉えてみたいと思っています。
　さて、本学への転任を機会に山歩きを始め
ようと思っています。これは、最近体を動か
すことが少なくなったせいでいわゆるメタボ
になってきたことと大きく関係していますが、
また、自宅が比叡山のふもと近くにあり、比

New Face
新任紹介

新任のご挨拶

駒林　良則　KOMABAYASHI Yoshinori

生が言った革命歌、労働歌も歌えます。イン
ターナショナルやワルシャワ労働歌などで
す」というのがありました。「さすが、立命館」、
でも、18 歳や 19 歳で歌えるなんて、「絶滅危
惧種」、「人間国宝」並みですかね。革命歌、

労働歌といった「古典芸能」も学生の皆さん
に「伝承」できたらよいのですが。「おっと、
いけない。パッションの空回りには気をつけ
ないと。」

（こまつ・ひろし　憲法）
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叡山に登ることを始めたからでもあります。
私にはこれといった趣味もありませんし、昔
にテニスを始めたこともあったのですがもの
にならなかったので、今回は健康維持のため
にも無理せず少しずつやろうと思っています。
　最後に、上記のように研究のほうはまだま

だ道半ばですが、本法学部での新しい環境の
下で同僚の先生方からの刺激を受けながら研
究と教育を進めていく所存ですので、よろし
くご指導の程お願い致します。

（こまばやし・よしのり　行政法）

　はじめまして。このたび法学部に着任しま
した湯山智之（ゆやま・ともゆき）です。愛
媛県今治市の出身です。愛媛県立今治西高等
学校を卒業後、東北大学法学部に入学し、卒
業後同大学院法学研究科の前期課程及び後期
課程を経て、1999 年に香川大学法学部に採用
され、10 年間の勤務ののち、立命館大学での
教育・研究の機会をいただきました。今治か
ら仙台へ、仙台から高松へ、高松から京都へ
と各地を転々としております。
　私の専攻は国際法です。今年度は国際法Ⅱ
と国際機構論の講義を担当させていただいて
おります。
　国際法を教えていて、学生の側からよく出
る疑問は「国際法という一つの法律があるの
ではないのですか？」というものです。憲法、
民法、刑法など、講義の中で講義名に対応し
た単一の法律を学習してきた学生諸君からす
れば意外に感じられるようです。国際法は一
個の「国際法」という法典があるのではなく、
国同士の取り決めである「条約」の集合体で
す（条約だけではないのですが割愛します）。
例えば日米安全保障条約、国連憲章、日米犯
罪人引渡条約、日ソ通商条約、核不拡散条約、
国際人権規約などなど。期末試験の前になる
と「一つ一つの条約の名前を覚えないといけ
ないんですか？」という質問（ないしは懇願）

もよく受けます。
　もう一つ出されるのは、「国際法は拘束力
がない」「国際法は破っても罰則はない」だ
から無意味だという疑問です。これは法学部
の学生よりも世間の人（市民講座の受講者や
居酒屋で出会った赤の他人など）からよく聞
かれることです（国際法に懐疑の念を持って
いる学生は国際法の授業を履修しないのでは
ないかと推測しています）。ある程度は認め
ざるを得ないところもあります。国際法は主
権国家の間の合意により成立し、実施するの
も国家です。国家を取り締まる「世界の警察
官」は存在しません（自認している国はあり
ますが）。たしかに国家は重大な利益が関係
する場合には国際法を無視することもありま
す（それも戦争などの目立つ事例です）。し
かし、オランダ・ハーグにある国際司法裁判

New Face
新任紹介

着任のごあいさつ

湯山　智之　 YUYAMA Tomoyuki
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所（写真）が法の番人として国際紛争を裁定
しています。また、国際法の規律分野は多岐
にわたり、私たちの日常生活に大きな影響を
及ぼしていて、全体としては遵守されている
のではないかと思います。
　学生としても教員としても国立大学（国立
大学法人）の経験しかなく、私立大学しかも
伝統のある大規模な私立大学は初めての経験
です。制度や手続の違い、学風の違い、もの
の考え方の違いなどカルチャーショックを受
けることも多々あるだろうと覚悟しておりま

す。最初に経験したのは、前任校は１時限目
が午前８時 50 分から始まっていたため、こ
ちらでの授業で何度か教室に入って人気のな
いことに慌てたり、２時限目の授業を正午で
切り上げようとして学生に「まだ 10 分あり
ます」と指摘されたりしたことでした。
　色々とわからないことも多いと存じます。
早く慣れるように努めてまいります。どうか
よろしくお願いいたします。

（ゆやま・ともゆき　国際法）

　本誌 40号での旅立ちのご挨拶から早 4年。
「波の向こう」から戻って参りました。今回
は「新任の挨拶」ということで、4年前に書
いたことと平仄を合わせて自己満足に浸ろ
うと思い立ち、本誌 40 号を開いてみたとこ
ろ、駄文を読む前に、当時の自分の姿を見
て思わずのけぞりました。恥を捨てて当時
と今の写真を並べてみましたが、あまりの
違いにみなさんも驚かれる（失笑される？）
ことと思います。
　「前任校でこんなに苦労しました！」と、
そんなヤボなことをアピールするつもりはさ
らさらありません。4年間務めた摂南大学で
は、学生に恵まれ、楽しく過ごすことができ
ました。得るところも多く、ずいぶん成長さ
せてもらった、そんな思いを持っています。
4年前、初めて教壇に立った私は、かなりの
準備をして講義に臨みました（担当科目がわ
りと早く決まっていたので、院生時代から準
備をしていたのです）。今にして思えば、あ
らゆる情報を詰め込んで、吐き出すかのよう
にそれを学生に撒き散らす講義でした。その

ため、レジュメも資料もムダに膨大で、受講
する学生の中にはうんざりした人もいただろ
うと思います。
　しかし、月日を重ね、学生たちとの仲も深

New Face
新任紹介

2 つの写真が物語るもの

木村　和成　KIMURA Kazunari

◀
現
在

▶
四
年
前
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まる中で、彼らの率直な意見に接する機会が
増え、伝えることがらを精選し、整理する工
夫を身につけることができました。はじめの
ころに比べれば、（なお改善の余地は多くあ
りますが）ずいぶんとスリムな講義をするこ
とができるようになったように思います。ま
た、それ以外の面においても、学生のみなさ
んに育ててもらった部分が多々あり、私が彼
らにどれほどのことをしたかと問われればそ
れに対するこたえにははなはだ心許ないとこ
ろはあるものの、まさに充実した 4年間を送
ることができました。
　オチはもうおわかりかと思いますが、こう
した内面の質的変化が、写真にみえる外形的
な変化にも表れている、当時と今の姿を見比
べてそう思ったのです。
　さて、この地に戻り 2か月ほどが過ぎたわ
けですが、母校とはいえ、離れてから時間が
経っていますし、何よりもむかしと立場がま

ったく違いますので、いろんな意味で環境の
違いに慣れるのに精一杯、まだそんな感じで
す。あのころと比べて体質の変わってしまっ
た私が、この立命館大学法学部にうまく適応
できるかはまだわかりません。とはいえ、や
はり母校ですので、学部時代、院生時代にお
世話になった先生方や先輩方、事務の方々も
たくさんおられます。そうしたみなさんの手
によって、また学生のみなさんの手によって、
これからまた私の体質は変わっていくのだろ
うと思います。そして、私自身の自覚もそれ
に影響することは間違いありません。
　前任校で揉まれたこのからだに、ここでさ
らによりよいものをとり入れ、母校の発展に
役立つようなからだを作ろうと思います。も
ちろん、「頭」のほうもがんばります。これ
からまたよろしくお願いいたします。

（きむら・かずなり　民法）

Whenever I first meet a class, I devote some 

time to self-introductions. I often ask students 

to guess wher e I ’m fr om (Melbour ne , 

Australia), where I live (Shiga), and even my 

age (35). I then invite students to formulate 

their own questions to ask me, and usually 

these pertain to such things as my favorite 

food (pasta), taste in music (rock, folk), and 

whether or not I can eat natto (I can’t!). Such 

questions are, of course, grammatically simple 

and straightforward to answer. However, there 

is one frequently-asked question that I 

invariably find replying to awkward. That 

question is “Why are you living in Japan?” This 

is because the answer involves a detailed 

explanation of my academic, professional, and 

personal life. Nevertheless, in this short self-

introduction, I attempt to answer that question. 

New Face
新任紹介

Why Am I Here?

ジャクソン・ロックラン・リグビー　JACKSON Lachlan Rigby
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I first came to Japan twenty-one years ago. At 

that time, I stayed with my elder brother who 

was living and working in Osaka. The visit was 

short – just three weeks – but the experience 

sparked within me a fascination with Japan that 

remains strong.

After completing senior high school, I entered 

the Faculty of Arts at Monash University, in 

Melbourne. I was unsure about what I wanted 

to study however, and as is customary among 

many students in Australia, I deferred my 

studies for six months to experience living 

abroad. I applied for a Working Holiday Visa 

and spent the following six months working for 

a large Eikaiwa chain in Osaka. I had the 

chance to meet Japanese people from all 

s e g m e n t s o f s o c i e t y, a n d e n j o y e d t h e 

experience immensely. 

Upon returning to Monash University in 

Australia, I approached my studies with a 

newfound enthusiasm. I took courses in 

Japanese language as well as Japanese studies, 

and also joined the university kendo club. Like 

many students, my club activities became a 

central par t of university l i fe, but I did 

eventually manage to graduate with a double 

major in Japanese language and Politics.

After graduating, I again returned to Japan on a 

second Working Holiday Visa. I spent eighteen 

months teaching English and practicing kendo. 

Again, I enjoyed the experience, but began 

thinking about my future – specifically about a 

career as a teacher. I decided to return to 

Australia to complete a Graduate Diploma in 

Education (again, at Monash University). This 

study qualified me to work as a registered high 

school teacher in Australia, and I was lucky 

enough to be employed teaching social studies 

and Japanese in a private school for boys in 

Melbourne. I found teaching in Australia 

immensely satisfying, but after three years I 

was keen to broaden my experience as a 

teacher, so I decided to again relocate to Japan. 

I applied to and was accepted into the Japan 

Exchange and Teaching Programme (JET).

On the JET Programme, I taught in a number 

of junior high schools in an industrial area of 

Osaka. This experience was par ticularly 

valuable to me because i t forced me to 

reconsider my perception of Japanese schools 

as highly regimented, equally resourced, and 

homogeneous institutions. Fur thermore, 

during my two years on the JET Programme, I 

was also able to complete an MA in Japanese 

Language and Society through the University 
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of Sheffield.

In 2002 I began working at Ritsumeikan Uji 

High School. This was yet another learning 

opportunity for me, as I was able to experience 

teaching in a well-resourced private high 

school in Japan. I was particularly impressed 

by the aptitude of the students there, as well as 

the school’ s progressive language programme.

I came to the Kinugasa campus in 2004 as a 

shokutaku koushi. This position exposed me to 

students of various levels, and I taught a range 

of classes in all faculties here. In 2005, I 

became a Jokin Koushi posted to the Faculty of 

Policy Science. I am ver y grateful for that 

experience as I was able to become somewhat 

familiar with the workings of a Japanese 

university at the faculty level. 

My personal life and research interests have 

also been influenced by my experience living 

and working in two cultures. Together with my 

Japanese wife, I am attempting to raise my two 

children bilingually. This task has proven both 

challenging and intriguing, and in 2004 I 

commenced a PhD in sociolinguistics (at the 

University of Queensland) so that I might 

better understand the subject. Specifically, my 

thesis investigated the bilingual childrearing 

experiences of native English-speaking men 

married to Japanese women residing in Japan. 

I concerned myself with the issues of power 

and the discursive construction of identities in 

linguistic intermarriage. Broadly speaking, my 

research interests include the sociopolitical 

dimensions of bilingualism, the ramifications of 

multilingualism for both individuals and society 

as a whole, and issues pertaining to linguistic 

minorities in Japan.

So why am I in Japan? Essentially, it is because 

Japan is a place that continues to fascinate and 

intrigue me. Japan has given me much – it has 

touched my academic, professional, and 

personal life. Working for the Ritsumeikan 

University College of Law presents a new and 

exciting opportunity for me. I have much to 

learn, and am very grateful to the many people 

who have kindly helped and welcomed me. I 

hope you find me friendly and approachable. 

Please let me know if there is anything I can do 

to help you. I would like to do my best to 

contribute positively in any small way I can to 

the College of Law, and the university as a 

whole.

（ジャクソン・ロックラン・リグビー
社会言語学・英語）
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　自転車での通勤途中、ふと舞い降りた桜の
花びらが、私の袖に乗りました。信号待ちの
刹那、まじまじと見つめたその花びらは、見
慣れた桜よりも、ほんの少し濃い桜色でした。
この 4月より、立命館大学へ赴任して参りま
した森久智江（よく間違われますが、「智江」
と書いて「ちえ」です。残念ながら、まず一
度で正確に読まれたことはありません）と申
します。九州大学で学部生・大学院生、助教
として過ごし、生まれてこの方、九州はおろ
か福岡市を出たことが無いまま、これまでの
人生を送って参りました。だからといって、
私の体の主要成分が明太子ととんこつラーメ
ンから成る訳ではありませんが、思っていた
よりも、生まれ育った環境にどっぷりと浸か
っていたことに気付いた今日この頃です。「井
の中の蛙」は、「井の外」へ出て初めて、そ
こが「井」だったことを知るのでしょう。ひ
ょっとすると新入生の皆さん以上に、不安や

ら何やら入り混じった思いを抱えつつ、京都
へ上陸したこの春の桜が、私にはひときわ色
づいて見えているのでしょうか。
　物心ついた頃から、何故か蛙が好きでした。
きっかけは蛙をモチーフにした某メーカーの
キャラクターか、それとも某アニメに出てく
る衣服上の二次元的な登場キャラクターか、
今となっては判然としません。あのフォルム
と、どうにもとぼけた表情、そして、ウシガ
エルからカジカガエルまで幅広く特徴的な鳴
き声。それに触れると、気持ちがささくれ立
った時にも、なんだかそういう自分が滑稽に
思えてくるのです。なるほど蛙が、古くから
多くの絵画に描かれ、歌に詠まれ、人々に親
しまれてきたのは故あることなのではないか
と思います。
　そんな蛙への熱き想いが顔に表れたのか、
いつしか私は「カエルに似てきた」と言われ
るようになっていました。そういえば、かつ
てスイミングスクールに通っていた頃、平泳
ぎのタイムだけはずば抜けて良かったのを思
い出しました。いや、そういうところではな
くて、本当に見習いたかったのは「世の中」
という大海の泳ぎ方だったのでしょう。
　「井の中の蛙、大海へ泳ぎだす」。淡水か海

New Face
新任紹介

花見て一匹

森久　智江　MORIHISA Chie
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水かなんてことを考えている暇もなく、今は
ただ溺れないよう、薄い水掻きで少しでも水
を掻いては前に進むことに精一杯ですが、次
の桜を目にする頃には、もう少しだけ心穏や
かに花の色を眺めたいと思う、春の朝なので
した。
　研究者としても、教育者としても、まだま
だ手元・足下の覚束ない私ではございますが、
何事にも尽力して参る所存ですので、何卒ご
指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
いたします。
（もりひさ・ちえ　刑事訴訟法・少年法）
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　2008 年 4月から 1年間の在外研究の機会を
いただき、中国の清華大学の法学院に受け入
れていただいた。清華大学は、北京大学と並
ぶ中国の名門大学であるが、中国南部の深圳
にもキャンパスがあり、法学院の教員も半年
間そちらでの講義を担当することがあるとの
こと。中国の大学というと、広大な敷地の中
を自家用車、自転車、スクールバス（場合に
よっては観光客相手の白タク？）で移動する
ことが多く、今回お世話になった本部といわ
れる北京にある清華大学のキャンパスもその
例にもれないが、ペーパードライバーで自転
車にも乗れない私にとって、大学の東南門（地
下鉄の駅、バス停からも徒歩圏内）から徒歩 1
分という法学院の立地は大変ありがたかった。

　オリンピック開催時は、大学構内に入る際
に学生証等（身分証明書ではなく大学関係者
であることの証明）の提示を警察官に求めら
れ、少々物々しい感じもあったが、普段は出
入り自由であり、キャンパス見学に来る観光
客や入学希望者の家族連れも多い。なお、法
学院のご配慮でインターネット接続可能なパ
ソコン等が設置されている個人研究室も与え

ていただいたが、中国の大学ではもともと個
人研究室の制度はなく、現在でも必ずしも個
室が保障されていない大学がある中で、清華
大学はいち早く個人研究室の整備に取り組
み、個室がすでに保障されている法学院では
さらに研究環境の整備に力を入れるとしてい
る。

　清華大学と日本の大学・企業等との交流に
ついて、すべて把握しているわけではないが、
東京工業大学、東北大学との大学院合同プロ
グラム、三菱重工業との共同開発センターが
あるほか、2008 年 4 月に清華大学で行われた
東京大学ウィークの際に、法学院では太田勝
造先生の講演会等も開催された。また、法学
院には外国人に英語で中国法を教える LL.M

プログラムがある。滞在期間中に法学院の先
生のご紹介で同 LL.Mプログラムの日本人受
講生と話す機会を得たが、企業の派遣で受講
しており、知財担当ということもあり、非常
に勉強になるとおっしゃっていた。ちなみに、
現時点で同様のプログラムの設置について認
可を受けているのは清華大学と北京大学の 2
大学のみであるが、北京大学の同プログラム
を受講している日本人弁護士の話では最初に
歴史について話す科目が多く、物権と債権等
英米の受講生に比べてわかりやすい内容があ
る一方、英語で教わるよりも漢字をみた方が
早いものもあるとのこと。

　今回清華大学法学院で受入教授となって下
さった王亜新先生は、民事訴訟法がご専門の
著名な学者であるが、その比較法の視点は示
唆に富み、非常に勉強になった。また、日中
間で進められている中国民事訴訟法 ･仲裁法

Sabbatical
外留報告

清華大学での在外研究を終えて

小田　美佐子　ODA Misako

清華大学法学院の建物
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改善プロジェクトの関係で、同プロジェクト
の窓口となる JICAの住田尚之弁護士、最高
裁判所の派遣で在中国大使館に出向中の長田
雅之裁判官が王亜新先生をご訪問された際
に、意見交換の場にも立ち会わせていただい
たが、実務の方のお話を直接お伺いすること
ができ、大変勉強になった。北京滞在中に長
田先生に声をかけていただき、北京にいる日
本人の若手法律関係者の集まりにも参加させ
ていただいたが、多くの若い実務家が中国に
勤務・留学し、世界をフィールドに活躍され
ていることに感銘を受けると同時に、彼（彼
女）らのパワーに自分はもう若くないのかも
しれないと思い知らされた（笑）。長田先生の
お話では日本の在外公館の中で法曹三者が揃
っているのは在中国大使館のみであり、法分
野においても日本と中国の交流は着実に進ん
でいるようである。

　滞在期間中に人民大学で開催された第 2回
東アジア法治フォーラムにも参加させていた
だいたが、「西洋法の東アジアにおける継受
および創造―東アジア共通法の形成」をテー
マに、中国からは人民大学、日本からは一橋
大学、韓国からは釜山大学校、フランスから
はエクスマルセイユ第三大学がそれぞれ主催
側として、またアンダーソン・毛利・友常法
律事務所が協賛として参加していた。日本語、
中国語、韓国語、フランス語の同時通訳がな
され、日本語も中国語も韓国語もできる一橋
大学院生の活躍や、一橋大学の先生方の丁寧
なご指導・ご配慮には感心させられた。また、
中国側より「東アジア一体化の構築・推進に
関する法律人共同体の北京宣言（案）」が配
布され、人材育成、学術交流、実務家を含め
た対話、政府への助言等で積極的な役割を果
たしていくコミュニティの提案がなされた
が、今回のシンポジウムでは具体的な議論に
は至らなかった。なお、シンポジウム等以外

でも、「中日法律人忘年会」が毎年行われて
いるとのことであり、08 年の忘年会に参加さ
せていただいたが、北京以外の都市におられ
る大学教員、実務家も参加し、共同研究、デ
ータベースの構築、院生等の留学・受け入れ、
法分野における日本と中国の交流の促進等に
関する「真面目な」話題と「不真面目な」ジ
ョーク等で終始和やかであった。

　清華大学で行われた全国大学生模擬裁判コ
ンテストの決勝戦も、興味深く拝見させてい
ただいた。台湾の弁護士事務所が協賛者とし
て行っている同コンテストは 08 年で 6 年目
を迎えたが、出題された事例は学部生にとっ
て難しいものであったにもかかわらず、レベ
ルの高い論戦が繰り広げられ、審査員も驚く
ほどであった。現役の最高裁判事が裁判長（審
査員長）役で登場したのも学生たちにとって
刺激となったようであり、コンテスト終了後
に行われた円卓会議に参加した台北大学（台
湾でのコンテスト優勝校）の学生も感無量の
様子であった。

　今回の滞在では、王亜新先生をはじめとす
る諸先生方には大変お世話になった。この場
をお借りして心より感謝を申し上げる次第で
ある。

（おだ・みさこ　アジア法）

全国大学生模擬裁判コンテスト決勝戦



No. 57 （2009. 3）
Ritsumeikan University

Law Newsletter
16

M
edia Coverage Ⅰ

Media
Coverage Ⅰ

法学部定例研究会

2009 年４月～６月　

■法学部定例研究会：
09年 5月   1 日 　刑事法研究会：野澤充氏「中止犯の理論的構造について」
09 年 5 月 15 日 　公法研究会：安達光治氏「客観的帰属論と刑事不法概念について」
09 年 5 月 29 日 　 民事法研究会：石橋秀起氏「建築士および建築施行者の不法行為責任―判例

の到達点と新たな法益の生成―」
09 年 6 月   7 日 　ジェンダー研究会：松本克美氏
 　「戦後補償訴訟と時効・排斥期間ー法的安定性と正義ー」
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学術交流・研究活動

■学術研究プロジェクト：
基盤研究（B） グローバル化の時代における国際関係法教育の改革
 研究代表者　松井芳郎
基盤研究（C） 同性婚をめぐる権利運動の理論分析から考える、「家族」の規範研究
 研究代表者　岡野八代
基盤研究（C） 刑法史学におけるナチズムの過去の歴史認識に関する総合的研究
 研究代表者　本田稔
基盤研究（C）  損害賠償請求権の時間的制約をめぐる法解釈論・法政策論・立法論の日独比較

研究
 研究代表者　松本克美
基盤研究（C） 市場化と規制化の日英政策比較：指定管理者制度と EAZ・CA

 研究代表者　小堀眞裕
基盤研究（C） 1950 年代の憲法論議ー地方ジャーナリズムを中心に
 研究代表者　赤澤史郎
基盤研究（C） 行政の情報収集・提供業務の不作為に対する司法的統制とその問題点
 研究代表者　北村和生
基盤研究（C）  公民連携の促進 /阻害要因－地縁型団体・テーマ型団体・地方政府の連携パタ

ーン分析
 研究代表者　徳久恭子
基盤研究（C） 疎外された人口と国際関係：社会的歪みと秩序への挑戦
 研究代表者　西村めぐみ
基盤研究（B） 行政の協働化に対する法的統制論の研究
 研究代表者　戸部真澄
基盤研究（C） 「程度」と「差」に関する形式意味論的研究
 研究代表者　藏藤健雄
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新 刊 図 書

『保険法改正の論点－中西正明
先生喜寿記念論文集』
竹濱修　ほか　著

法律文化社　2009 年 4月
￥ 7,560（税込）

『不確実性の法的制御』
戸部真澄　著

信山社　2009 年 5月
￥ 8,800（税込）

『民事法学への挑戦と新たな構築』
荒川重勝　生熊長幸ほか　著
創文社　2009 年 3月発行

￥ 23,100（税込）

『保険法入門』
竹濱修　著

日本経済新聞出版社
2009 年 4月

￥ 1,050（税込）

『韓米 FTAと韓国経済の危機
－新自由主義経済下の日本への教訓』

（立命館大学コリア研究センター
研究叢書）徐勝著

晃洋書房　2009 年 2月
￥ 2,940（税込）

『グローバル化の現代第 1巻
－現状と課題⑴（立命館大学人文

科学研究所研究叢書第 18●』
中島　茂樹　中谷　義和　著
御茶の水書房　2009 年 4月

￥ 5,880（税込）

『Festschrift für Dieter 
Leipold zum 70.Geburtstag』

出口雅久　共編著
Mohr Siebeck　2009 年

￥ 50,715（税込）



No. 57（2009. 6）
Ritsumeikan University

Law Newsletter

C O N T E N T S
Ⅰ　New Dean
　ご挨拶 二宮　周平 2

Ⅱ　New Face
　まだまだ不慣れですが… 藏藤　健雄 4
　「パッション」の「空回り」に気をつけつつ 小松　浩 5
　新任のご挨拶 駒林　良則 6
　着任のごあいさつ 湯山　智之 7
　２つの写真が物語るもの 木村　和成 8
　Why Am I Here? ジャクソン・ロックラン・リグビー 9
　花見て一匹 森久　智江 12

Ⅲ　Sabbatical
　清華大学での在外研究を終えて 小田　美佐子 14

Ⅳ　Media Coverage　Ⅰ
　法学部定例研究会  16

Ⅴ　Media Coverage　Ⅱ
　学術交流・研究活動  17

Ⅵ　New Book
　新刊図書  18

立命館ロー・ニューズレター立命館ロー・ニューズレター
第 5第 577 号（2009 年号（2009 年 66 月）月）
編集： 立命館大学法学部編集： 立命館大学法学部
 ニューズレター編集委員会 ニューズレター編集委員会
発行： 立命館大学法学部研究委員会・発行： 立命館大学法学部研究委員会・
 立命館大学法学会 立命館大学法学会
〒 603-8577  京都市北区等持院北町 56-1〒 603-8577  京都市北区等持院北町 56-1
TEL. 075-465-8177TEL. 075-465-8177
FAX. 075-465-8294FAX. 075-465-8294
URL. http://www.ritsumei.ac.jp/acd/cg/URL. http://www.ritsumei.ac.jp/acd/cg/
 law/lex/rlrindex.htm#nl law/lex/rlrindex.htm#nl

No. 57 June,  2009



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


